
ラ イ プ ニ ッ ツ の 物 体 論

宗 像 恵

(序)

ラ イプニッツの形而上学 体系は、 モナ ドの体系 として知 られ てい る。モナ ドだけが唯一の実 体

で あ り、そ してそ のモ ナ ドは精神的実体で ある、 とされている。すなわ ち、我 々の魂 と類比的な

ものであ り、 それが もつ 内的作用 ない し内的性 質は表象lesperceptionsと 欲 求1es『ap-

petitionsで あ る、 とされる。

しか し、それでは、 彼に先行する哲学者達、 デ カル トや ス ピノザに よって、 あるいは異 なる二

種類の実体として、あるいは同一の実体の異な る二種類 の属性 として、精神 と実在的 に同等の位

置 を与えられていた物 体は、 ライ プニッツの形而上学め体系において、 どの ような位置 を与え ら

れ るのであろ うか。本論文の 目的 は、精神的実体:であるモナ ドの 体系の中 で一与えられ る、物 体の

位置を確定す ることであ る。

C一)

物 体に関す るライプニ ッツの議論 においてみ られる第一の特徴 は、物 体を精神 の表象に相対的

な現象であるとする、強 い傾向である。デカル トについ てみ ると、彼は物 体の感覚的性質 につい

ては ライプニ ッツと同様 に、意識に相対的 な現象 としたが、延長 ・形 ・運動等 は、物 体的実 体の

属性 ・様態 と して実在的である、と した。 しか し、 ライプニ ッツは、 それ らの性質 も、 やは り我

我の意識に相対的な現象である・ とす るのである・(注1)

それ ばか りではな く、 ライプニ ッツは極端:な場合には、 「物質的事物は表象の外 では無 である

だろ う」(注2)・ とNう 言N方 さえしている。

このような ライプニ ッツの傾向は、 自然学 の対象とな る物 体界を、全て現象 にす ぎない、 とす

るに至 る。彼 の或 る小品 の題 名を借用 して言 うな らば、 自然学の 目指すべ きことは、実在的現象

phaenomenarealiaを 想像的現 象phaeno血enaimaginariaか ら区別す ることに尽 きる

ことに なる。(注3)自 然 学の対象 とされる物体的現象は・単 なる夢の よ ラなもの・つ ま り幻 想

illusionで はない、 とい う意味で、想像的 でな く実 在的で あるとされ るのであるが、 しかし

それに して も、現象であるにす ぎず、実 在的 世界その ものでは ない。 ライプニ ッツは、 感覚的世

界のみな らず、物理的 世界 をもまた、現象であるとす るの である。

それでは冠 実在的現象とは何 であるのか。 いかなる理由によh,物 体的 現象は単なる幻 想から

区別 されて、実在的realisで あ る、実 在性realitasを もつ、あるいは実在的なものres

で あ る と言われ るの であるか。 この問いを有名な ライプニッツの術語 を用 いて言い換,えると、物

体的現象が よ く基礎 付けられた現象phaenomenabenefundataと され る理由は何 か、 とい

う問題で ある。
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ライプニ ッツの議論 をみると、 この理由 として二つの ものが考 え られ る。 ひ とつは現象相互間

にみ られる秩序、つまり現象の規則性であh,他 のひとつは物 体的現象に力の作用がみ られると

い う事実rで ある。

は じめの理由、す なわち現象の規則性 とい う点 か ら検 討す るならば、 先程触れ た小品、 「実 在

的現象 を想像的現象から区別す る方法について」 におい て、 ライプニッツが現象の実在性 を判断

する規準の第-に 挙げているのが、他 な らぬ この現象の規則性 、言 い換 えるならば、未来 の予測

可能性である。 ライプニ ッツの言葉 を引用す るな らぱ、 「現象の実在性の最 も有力で、 しかもそ

れだけで十分な指標は・過去や現在の現象から未来の現象ρ予言に成功すること」(注4)な ので

ある。

この予言 の成功 の基礎 として、二つの根拠 が挙げ られている。ひとつは理性 によるもので、「こ

れまでに成功 して きた仮説」である。 他のひとつは、 「これま でに観察 されて きた習慣 」 で あ

る・(注5)こ の うち習慣に よる未来の予測 は・ 日常生活においては重要である とはいえ・観念 の連

結が単に記憶に依存 してい るにす ぎず・論証的demonstratifで は ありえない。(注6)そ こで

現象の実在性 の判定 にとり、 より重要である とされ るのは、 もうひとつの根拠、理性に よる仮説

である。 ライプニ ッツは、た とえ全人生が夢 にす ぎず、可視的 世界が想像の産物 にす ぎない と し

て も、 「理性を正し く用い て」人がそれ らに欺 かれ るこ とがないな らば、 それ らの現象は十分に

実在的である・ と言 うのである・(注7)

理 性 を正 しく用 いてつ くられる仮説 とは、 数学的 自然学 に他 ならない。数学的 自然学は、 知性

にのみに より知 られ る概念 ・必然的真理 ・永遠真理 に基 づ き、物 体現象の うちの秩序 ・規 則性 を

「論証」す る・(注8)し か レ 必然的真理 に基づ き普遍 的妥当 性を もって論証 されるとはいえ・

この秩序:ない し規 則性は、外的物 体の存在を証明す る根拠 とは なりえないので ある。

さて、 現象の実在性の根拠、 現象が 「よ く基礎付け られた」 と言 われる理由の他の ひとつは、

現象の うちに力の作用がみ られるとい う事実 であった。そ こで、 この もうひとつの理 由の検討 の

準備 として、 ここで.数 学的自然学につNて ライプニッツの与えている説明 を少 し立ち入って調

べてみたい と考え る。

ライプニ ッツによれば、数学的学問は純粋 数学 と混合数学 とに分かれる。(注9)純 粋 数学 とは

幾何学 と数論であ り、混合数学とは純粋 数学の 自然へ の適用 である。純粋数学 と混合数学 との対

象について、 ラィプニッソはどのよ うな性格付けを しているで あろ うか。

純粋数学、 つま り幾何学 と数論 の対象は、 それぞれ、延長 と数である。 これ らの数学的概念は、

ライプニッツによれば、精 神の抽象物にす ぎない。延長は 「拡散 され ているもの」 を、 数は 「数

えられるもの」 を前提す るが、そ うした具体的 に存 在す るものか ら抽象 して、ただ、可能的 な もの

の相互 の秩序 」連関のみ を捉え るのが、延 長や数 などの数 学的 概 念である。(注10)時 間'空 間 も

同 じ抽 象概念 である。 た とえば空間は、同時に存在 しうる ものの秩序 と言 われるが、 これは、可

能的な位置 関係 ・遠近関 係が一般的に考察 され る秩 序を意味し、 その際、それ らの関係自体は、

実在す る具 体的 な事物 の偶 有性accidensと してではな く、精神の抽象に よる全 く観念的 なも
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のと して捉え られるのである。(注11)こ の意味で時間 ・空間 はensrealis(実 在物)で は:な

くsenSratiOniS(理 性 の有)な い しはreSmentaliS(精 神 的事物)
、 と呼 はれ て い

る。(注12)

数 学的概念 をenSrationisと み る、この ライプニ ッツの見方 は、 ス ピノザの見方 と同じで

ある。(注13)た だ し・ ス ピノザがそれ故に数量的 自然学を退けたのに対 して
、 ライプニッツは、

数学的真理は永遠真 理であると言 うの である。すなわち、数学 の対象そ のものは観念的な もので
コ 　

あり、何 ら精神 の外に実在するものでは ない とはい うものの、数学的真理 は、 必然的真理 ・永遠

真理なのであ る。 ライプニッツ自身の言葉を用 いれば、 「連続体に 関す る学問、す なわ ち、可能的

なものに関する学問は・永奉真理 を含 む」(注14)の で ある・ ライプニッツはこの ことの根拠 を、

神の知性の うちに求 める。神が実 体、つま リモナ ドとその様態ば か りでな く、それら相互間の関

係relationesを も見る.と い うことに、諸 々の関係、諸 々の真理の実在性 は存す るのである。

また時間や空間 の実在性 も.そ れ らが 個々の人間精神 の現象で あるだけ でな く、神 の現象phae-

nomenaDeiで もあるとい うことに存する・ と言われ る。(注15、

さて、純粋数学が抽象的な秩 序や関係に関す る学問であったのに対 して、 その自然への適用 で

ある混合数学 の対象 は、 延長extensioで な く延長す るものextensumで あ る、 とされ る。

この混合数 学が数 学的 自然学 であることは言 うまでもない。 ところで、 この延長 と延 長する もの

との関 係は、数 と数え られ るもの との関 係と同 じである、 と言われている。すなわ ち、 「延長」

が抽象物であ り実在的な ものresで は ないのに対して、 「延長す るもの」、換言すれば、 「物

質」、 「延長的物塊」 は、 それ自体で完全な物体corpuscompletumで あ り、実在的:なもの

resな の である。(注16)

そ れ では、単 なる延長 と延長す るもの とのちがいは どこにあるのであろ うか。 この問題は、 デ

カル トの物体論 に対するライプニ ッツの批判 に関連 した問題で ある。周知のよ うに、 デ カル トは

物 体的実体の属性 を延長 とし、更 にその様態 として、 形 ・位置 ・運動 を挙 げた。 ライプニ ッツは

この説に対 して、第一 に、単 なる延長 は運動 や静止に対 して無差別的indifferensで ある故

に、それに ょっては運動に対す る物体の抵抗 力resistentia.す なわち慣性inertiaを 説明

で きない・とい う点・(注17)そ して第二に、運動 力vismotrixを 除 いて;運動 を単なる位置 の

変 化と捉 え るな ら、充満 した延長 体において等 しい ものの交替が行われるだけであり.運 動の主

体が決定 で きない・ とい う点(注18)を 挙 げて・ デ カル トに反対 したのであった・

ライプニ ッツは、物体 として、単 なる延 長 ではな く、抵抗力 と運動力(ラ イプニッツはとれ ら

をそれぞれ受動的力viSpaSSivaと 能 動的 力viSaCtivaと 呼 んでいる)(注19)を 備 えそ

の両者か ら構成 される.「 完全 な物 体」 を考 えなければ ならない、 と主張 するのである。単 なる

延長だ けか らは.結 局.物 体的現象におけ る一切の多様性、また一切の変化は説明で きずに終わ

るであろ う。(注eo)延 長 が帰 され る具 体的事物の うちには、延 長の他 に能動 と受動 昂ctioet

passioを 認 めなけれ ばならない。 これがデカル トに対する ライプニッツの批判 である。延長

す るものとは、 その両者 を備 えた延 長的物 体のことであ る。この点 について ライプニ ッツは、前
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に触れた、延 長が前提す る 「拡散 されてい るもの」とは、zoδoン αμ`た6ン っ・まり能動受動 の原

理prinpiciumagendietpatiendi・ に他 ならない・ とい う言い方をしてい る。(注21)

さて 以上か ら、 自然学の対象 である延長的物体は、 力を備えた物 体である。 ところ が、物 体的

現象に力 の作用がみ られ るとい うこの事実 こそが、問題 とな っている、 現象が実 在的 であるとさ

れるための第二番 目の理由 ・根拠に他 な らない。力の作用 は、何故、 現象が実在的であるとされ

ることの根拠 となるのであろ うか。

デカル トの自然学 に澄い ては、物 体間の差異 ・区別は各物体に付与 される運動の差異 ・区別に

よる、 とされた。 しか し既に述べた ように、 ライプニ ッツは、運動 は単な る位置 の変化とみ られ

るならその主体さえ決定 されえない もの である、 と主張 する。そ こで、物体間の差異 の原理 とし

て、相対的な位置 の変化以上の絶対的 な何 かが求め られ るの であh,そ の絶対的:な何 かが力に他

ならないとされるの である。物 体的現象 のうちに認め られる一切の差異 の原理 として、物 体:的現

象の うちに見出 される絶対的 な もの、 それが力 である。力は運動 の直接的原因 であ り、運 動の中

に認め られる唯一の実在的な もの である。(注22)こ の意味 で・ 力は物体的 現象が実在的 であると

言われ うる根拠のひとつに数え入れ られ る、 と言えよ う。

しかし.力 の作用 が、現象 が実在的で あることの根拠 とされる理由 は、 これだけには とどま ら

ない。

現象が実在的である、 とい うことは、現象が よ く基礎付け られているbenefundata.と 言

い換え られた。 そ こで、 この 「よ く基礎付け られている」 とい う言葉 には、現 象の実在性の根拠

が二つ あることに従 って、 二つの異な る意味が ある。第 一には、現 象の実在性の第一番 目の根拠

に対応 して、 よ く基礎付け られているとは現象が規 則立 っているregulataこ と と同 義 で あ

る。(注23)し か しまた・benefundstoと い う言葉は・現 象がfundatoinrebusで あ る

(事 物の うちに基礎 を もつ)こ とをも意味す る。(注24)ラ イプニッツの 体系 で真 に実在す る事物

はモナ ドだけであるか ら、 これは結局、fundatoinmonadibus(モ ナ ドの うちに基礎 をも

つ)と い うことであh,ラ イプニ ッツ自身が この表現 を用いてい る・(注25)こ れ はど うい う意味

か とい うと、現象界にみ られる力 の作用がその基礎 を実在界、すなわ ちモナ ドの 世界の うちに澄

いてい る、 とい う意味である、 と解釈 で きよ う。 そ うする と、物体的現象にみ られ る刀 の作用が

実 在的であるとされ、 それに従 って物体的現象が実在的である とされ る、 より根本 的な根拠は、』

物 体的 現象が純-粋に観念的な もので あるのではな くその奥 に実在的 世界を基礎 として もつ、 とい

うことが、力の作用が存在す ることによって示 される ことにある、 と結論 されるであろ う。

(二)

と-ころでライプニッツは この力につ い て、 「運動 と呼ばれ る状 態の中 にある実在的 なところは

・・…・物体的実 体に由来する」(注26) ・ あ るいは・ 「物 体的実 体の中にある毛運動 の 原 因 で ある

力」(注27)・ と言っている。 すなわ ち・ ライプニ ッツは・単:なる.現象ではない物 体的実 体sub-

stant-iacorporeaの 存 在 を、 はっ きりと認めるのである。 ライプ ニ ッツの体系におい て認 め
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られる物体的実 体とは何であろ うか。

ライプニ ッツは 「実体 とは作用が可能 な存 在である」 と言 う。(注28)こ の 作用の原理 が力であ

h,そ して力は 「実 体を構成するもの」(注29)で ある。 ライプニッツは 明確に・力は 「実 体その

もの をその基体 とする属性」である・ とも言 っている。(注30)し か しながら・ ここで言われる力

の主 体は、 現象において力 の主 体として認め られ る物 体の ことを意味 しているのでは ない、 とい

うことに注意 しなければな らない。

ライプニ ッソは力 を二種類に分けるのである。 原始的力visprimitiva,と 派 生的力VlS

deriva,tivaで あ る。(注31)物 体的現象に知いて認め られ る力は・派 生的力に寸 ぎない・物 体

的現象における能動的力、す なわち運 動力 ・作用力と、受動的力である抵抗 刀 とは、 ライプニ ッ

ツによれば、偶有的 かつ可変的 なものであ る。本質的かつ永続的な ものを前提す る様態modi-

ficationesで し か:ないの である・(注32)派 生的力は原始的 力の様態 にすぎ:ない・ そして・両

者はそれぞれ現象界 と実在界に属 せ しめ られ、全 く対照的な特性を もつ とされ る。またそれ に従

って、 原始 的力の主 体は実在界に、派生的力 の主体は現象界 に属せ しめ られる、全 く別種 のもの

とされ るのである。

まず、原始 的力と派 生的力が もつ特性が対照的である とは、 原始的力の作用 が内的であるのに

対 して派生 的力の作用が外的 である、 とい うことである。実在界に澄いてに 力の作用は内的で

あり実体相互間の直接的作用は ない(つ まリモナ ドには窓 がない)、 とされる。 ところが現象界

に診い ては、物 体相互間の衝突 ・衝撃、す なわち外的相互作用がみ られるので ある。 したがって

また、変化の生 じる原因 も、実在界と現象界 とでは対照的 であるこ とになる。 モナ ドはそ の本質

と して変化へ向か う内的傾向 を もつ とされ、 モナ ドに生 じる変化は全てモナ ドの内部か ら自然に

生 じる、 とされる。 と ころが現象界に澄い ては、全 ての新しい変 化は、 或 る一定の運動法 則に従

う物 体間 の衝突か ら、 すなわち外的 作用の結果 として生 じるのである。た とえば円運動 を行 う物

体は、 それ 自体と しては慣性 に従い接線方向に向か うが、他 の物 体に絶え間な く押 され ることに

よって円運動 をする・と言われ ている。(注33)

つ ぎに、 原始的力 と派生的力の主 体について何 が言われ うるか、派 生的力の主 体か らみてみ よ

う。

現象界 の説明は人間精神 による 「抽 象」 を受け入れる。現象界の説 明には人間精神に よる抽象

は、有効 であり有用で あるばか りゃ・必須 である.と 言われる。た とえIrk,物 体 の運動法則は数学

的に記述 され るが、その数学 拭 前 にみたように関係一般 に関す る抽 象的学問 であり、 その証明

の道具 として・r無 限小量」 とい う全 くの虚謝 ら含 む ものZ`あ る・(注34)時 間'空 間の雛 に

して も、人間 精神が諸 現象間に認め られ る一致 ・秩序 か ら抽象 して形成 した概念で あった。 とこ

ろがまた、 ライプニ ッツぽ、 「現 象に おいて、 物魂の各部分に何 を帰すべ きか決定することがで

きるのは、 このこ と(抽 象〕によるのであ る」(注35)・ と言 う・ この言葉は・現象 踏 ける派生

的力の主体決定 には恣意的な面 が含まれる、 と解釈 しうるであろ う。 このような恣意的な決定 に

依存する主体 が実体であるはずがない6物 体的実体 と言 われるのは、現象界に齢いて力の主体 と
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なる物体の ことではないのである。

自然学の対象 となる延長的物 体は、 作用の原理、 力を含 む とはい え実体ではな く、 あくまで現

象にす ぎない。 ライプニッツは自然学の対象 とな るこの延長的物体を、実体と区別 し、 また1.純

粋に観念 的な ものであ り、 人間精神 の形 成 した ものresmentalisで あ る延長 とも区別 し、そ

の中間的 な存在 として、半実体semisubstantia、 準 実体quasisubstantiaと い う名称 を

与えてい る・(注36)

物 体的実 体とは、現 象界におけ る派 生的 力の主 体では な く、 実在界における原 始的力の主 体で

ある。 ライプニッツは、有限実体、'すなわ ち神以外 の実 体は能動的原理 と受動的原理の結合 によ

って構成 され る、ζす るのであるが、様態的 な ものにす ぎない能動的力 と受 動的力、 すなわち運

、勢 りと抵抗力 との結合に よっては・ 実 体は構成 されえない。現 象界にお けるそれ ら偶 有的 ・可変

的力の前提 とな るべ き本質的 ・永続的力の主 体として、 実在界 にお・ける物 体的実 体が要請 されね

ばならない。 すなわ ち・ それ ら様態の源泉fonsと な るべ き実 体的な もの(注37)と して、原始的

な能動 的受動的 力の主体 として、物体的実 体は要請 され るのである。

それでは、 原始的な能動的受動的力 とは一体何であろ うか。 ライプニ ッツはア ルノー宛書簡 に

おいて、物 体的実体が要請 される もうひとつの理由 を挙げ ている。 ところが後 にみ るよ うに、 こ

のアルノー宛書簡で問題 とされている、物 体的実 体の要請の理 由と.上 に述 べた物 体的実体の要

請の理 由(つ ま り原始的 力の主 体としての 要請 の理 由)と は、 実は同一 に帰す るとされ るのであ

るか ら、 アルノー宛書 鞘での議論の検討に よって、原始的力の本性が何であ るか、解明されるで

あろ う。争点は、実 体は実 体である限 り真の統一uneveritableunitoを も たねば な らな

しnとNう 点 である。(注38)

ライプニッツは、偶 有性に よる一unumperaccidensと そ れ 自身 による一unumperse

とを区別す る・偶有性 による一 は思唯に よる 統一 皿eunitedepenseeで しかな く、何 を

統一 体とす るかは任意である。そ こで偶 有性に よる一 しかない ところには、 これこそ真 の存在で

ある、 と言い うるよ うな ものは見出 されない。それ 自身に よる一一、真の統一を もつ ものがあって、

は じめて真の存在が 見出されうるのであ る。 したが って、物 体の うちに真 の統 一を備えた ものが

何 もないな らば、物 体は単なる 「規 則立 った夢」 のよ うなもの であることになってしま う。 この

場合には可視的 世界の うちには人間の他 には実体的な ものが何 もない ことになる。(人 間 だけは

例外 であり、 その精神が真の統-・ をもつことが自己反省 に よって知 られて澄 り、 その身体が有機

的機械 としていか に諸 部分 に分け られ ようとも、精 神の与 える真の統一を備 えてNる ことが知 ら

れている。)・

ただし.物 体の うちには真 の統一 を備えた存 在が なけれ ばならない、 とい うこの議論は.物 体

は真 の統 一を備えた存在か ら合成componiさ れ てい なければな らない、 と言 うのではな く、 た

だ.そ うした存在を基礎に もちそこか ら結果resultareす るのでなければ ならない、と言 うの

であ る。 ライプニ ッツ砿そ うした存 在が物 体的現象の部 分partesで な く基礎fundamentoと

してある必 要を言 うの である。(注39)
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.さて.そ れでは真 の統一は何 によって得 られるのであろ うか。 ライプニッツはそれを
、 「実体

的形相」、 「精 神に類 比的なエ ンテレケイア」、 あるいは 「生 命的原理unprincipevital」

と呼 んでい るが・ 一語 で言えぱ精 神的 生命的原理 であ る。(注40)・また これに付加え て、 ライプニ

ッツは、人間の場合 に精神が形柑 であ り身 体が質料 となってひ とつ の実 体が構成 されるの と同じ

仕方で、物 体的実 体 も構 成される、 と言 う。(注41)こ れ は前に触 れた、有限実体においては能動

的原 理 と受動的原理の結合によって完全:な実 体が構 成され る、 とい う議論であるが、 ここでは両

原理 の結合が、精神的生 命的原理 と有機的機械(つ'ま り身体)と の結合 として語 られ ているので

ある。

さて、物 体が単な る現 象では なく実 体で あるためには、真 の統 一を もつ存在が要請 された。そ

してその真の統一 の原理 とは、精 神的生 命的原理 であった。 ところが ライ プニ ッツは、 作用の根

本原理 である原始的力と この精 神的生命的原理は同一である、 と言 う。 「作用の源泉 と統一 の源

泉は同 一で ある」 ・ とライプニ ・ツは明言 している・(注42)原 始的力 とは第一 エンテレケイアに

他 な らず、精神的生 命的原理に他 ならないの である。あるいは より正確 に言 うな らば、原始的能

動的力 が第一 エンテレケイア、精神的生 命的原理 であh,原 始的受動 的力は、 実体の不完全性 の

原理 である第 一質料materisprima(注43)、 す:なわち身体なので ある。

結局、原始的力 の主 体であh,真 の統一を もつ存 在である物体的実 体とは、有機的 生命体であ

る。 ライプニ ッツは人間以外の生物、 すなわち、動 物 ・植物 ・更に下 等な微 生物 に至 るまでを全

て、物 体的 実体 として総称 してい るように思われ る。 しか もライ プニ ッツは、 更に進んで、無機

的 物体とみえ るもの も実撫 数の有働 生命体で充満 している・ と主張す るのである・(注、4)人

間 そ して種 々の物 体的実 体の 身依は微生物で充満 して澄 り、 そ してその各 々の微生物 の身体もま

た更に小 さな微 生物で充満 してお り、以下無限 に続 く、 とい うよ うに、全 自然は至 る所、無数の

生命 体で充満 している、 とライプニ ッツはみるのである。

デ カル トは有限 実体(つ ま り神以外の実 体)を 、精 神的実体と物 体的実 体との二種類 に区別 し

た。 しかし ライプニ ッツは、 デカル トが実体である とした延 長的物 体を全て現 象にす ぎない とし
、

しか も、 そのよ うに現象 としては無機的延 長とみえ るものが実 体 としては無数 の精神的生命的実

体で ある とした。そ してそれ らの精神的生命的実 体に物 体的実体とい う名を与えたのである。

さて.そ れでは ライプニ ッツの言 う物体的 実体と自然 の真の ア トム、事物 の元素leselem-

entsdeschosesと 言 われ るモナ ドとの関 係は、いかなるものであろ うか。 結論 を言 うなら

ば、 モナ ドが単純実体substantissimplexで あ るのに対 して.物 体的実 体は多数のモナド・

単純 実体か ら成 る合成実 体substantiacompositaで あ る。 多数のモナ ドが支配的 モ ナh'

monasdominatrixに よ って統一 され て合成実 体に なる。(注45)そ して合成実体は・ その支

配的 モナ ド・統 一の原理leprincipedesonunicit'eの 種 類に従 って、人間(人 間は物

体的実 体と区別 され るべ きであるが合成実 体ではある)・ 動物 ・植物 ・単 なる生命体に と階層付

け られ るのである。(注46)
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(注)

略 号 一 覧;

G・1)iephilosophische〃SchriftenvonO・ttjrtedWilhelmLeibniz,hrsg.

vonC.1.Gerhardt,

G.M.ゐ ¢`∂'`砧e'占3」 πθ∠乃ρ〃z｢lischeSchriften,hrsg.vonC.1.Gerhardt、

(一)

(注1)e.g.G.皿.p.119.「 ・・一 形は物 体を構成す る ものであるどころか、思惟 の外で

は、完全 に実在的 で確 定された性質 です らない。……私は同じことを、大 きさや運動に

ついて言 うことがで きる。 つまh .こ れ らの性質 ない し述語は、色 や音 と同 じよ う2、

現象的性質 を帯びてい る。」cf.G.IV.P.436.

(注2)G.皿.p.623.

(注3)G.皿.PP.319-322,「 実 在的現象を想像的現象 か ら区別す る方法について」

(注4)G.V旺.P.320.

(注5)Ibid、

(注6)e.g.G.W.PP.600-601,「 動 物の表象には、理性 と似た所のある或 るつなが

りが存在寸る・ しか しそのつなが りは、諸事実な いし諸結果 の記憶 に基づ くにすぎず、

原因 の認識に基 づ くのでは全 くない。・・・…人間に して も、経験的で ある限 りは、 つま り

その行為の 大部分に澄いては、動物 と同 じように行為 しているにす ぎない。…… しか る

に真の理性の働 きraisonnementは 、 必然的真理:なNし 永遠真理(/C,た とえば、 観念

間の不可疑的 な連結 ない し不動 の帰結関係をなす、論理学、数、幾何学の真理に、依存

している。」G.W.p.501,「 何 かよ り高度 な、知性のみが供給 しうる ものが、想

像力や感覚 を助け に くるので なければ、 数学的諸 学問は全 く論証的 でな く、単なる帰納

や観察か ら成 ることになって しま う、 とい うのは正 しい。帰納や観察 によっては、我 々

は決 して、数 学的諸 学問の うちに見出される諸 真理の完全な普遍性 を、確信す るこ とが

で きないで あろ う。」cf.G.斑.1).505,p.611.

(注7)e.g.G.皿.P.320,「 実 際.た とえ全人 生が夢 にす ぎず、 可視的 な世界が 想像

の産物 にす ぎない、 と言われ ようとも、 もしも理性を正 しく用Nて 、 この夢ない し想像

の産物に欺 かれることが決 してないならば、私は この夢 ない し想像の産物 は十分に実在

的である、 と言 うであろ う。」G.VI。p.404,「 我 々の表象が、相互に、 そして

また過去 に我 々の もった他の表象 と.よ くつながってお り、数 学の規 則や他 の理性の真

理がそれ らに妥当す るようであるか どうか、よ く考 察する必 要がある。 もしそ うなって

いる:なら、 それ らの表象は実 在的 とみな さなけれぱな らない司cf・G・ 皿 ・P・567・

G.N.p.439.

(注8)G.W.P.501.cf.(注6)

(注9)Ibid.「 想像 力に従属す る、 これ らの明晰判明な観念 が、数学的学問の対象である。

数学的学問 とはすなわ ち、 数論 と幾何学(こ 煎が純粋数学である)と 、それ ら諸学問の

自然へ の適用(こ れが混合数 学をなす)と である。」

(注10>e.愈.G.II.P.249,「 ひ とは普通、 想像力を満足 させる ことに甘 んじ、理 圭に

つい ては配慮 しない。 …… すなわち、不完全 で抽象的な概念、 つまり数学的概念 しか用
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い て い な い。 こ れ らの 概 念 は、 思 惟 が 支 え て い る の で あ っ て 、 そ の'ま ま の 形 で は 自然 の

う ち に は 見 出 さ れ な い もの な の で あ る。 」'cf.G.皿.pp.-169-170,p.195,

p.241,pp.268-269.

(注lI)e.g.G.VB.p.401,「 位 置:な い し 空 間 と呼 は れ る もの は 、 精 神 が そ の う ち に 諸

関 係 の 適 用 を 考 え る、 或 る秩 序 を 含 ん だ 、 観 念的 な も の で し か あ りえ な い6・ … ・・こ の 第

三 の 意 味 で の 関 係 は .確 か に 基 体 か ら離 れ て あ り、 実 体で も属 性 で も な い故 に 純 粋 に 観

念 的 な もの で な け れ ば な ら なinた だ そ の 考 察 が 有 用 な の で あ る、 と言 うべ き で あ る。」

cf.G.皿.P.183,p.249,p.253,A-268,p.450,IV.P.568.

(注12)G.皿.p.183,P.268.

(注13)拙 稿 「ス ピ ノ ザ の 知 識 論 」 、 『 理 想 』4月 号 、1979年 、P店123一 ・124を 参 照 。

(注14)G.皿.p.282,cf.G.皿.p。268,「 数 学 的 対 象 は 、 数 や 時 間 の 特 質 の 場 合

と 同 じ よ うに、 そ の 無 数 の 特 質 を 極 め て明 証 的 に 理 解 し うる 、 と ら う こ と は 私 も認 め る

が 、 そ れ ら 自 体 は 、 事 物 の 可 能 性 な ら び に 永 遠 真 理 と に 属 す る、 秩 序 な い し関 係 で あ る

に す ぎず 、 た だ、 そ う した もの で あ る 故 に 、 ま た 現 実 に 存 在 寸 る もの に も適 用 され る こ

と に な る の で あ る。 」 他 に 、G.IV.PP.491-492,G.靱.P.564も 参 照 。

(注15)G.B.P.438.cf.G.皿.P.564,「 連 続 性 は 、 他 め 全 て の 真 理 と 同 じ よ う

に 、 神 の 知 性 の 対 象 で あh,そ の 光 が 我 々 の 知 性 の 」=に も及 ん で い る の で あ る。 」

(注16)r.皿.P.171,P.195,P.268.

(注17)G.II.P.170,「 物 質 の う ち に は 自 己 の 状 態 を保 と う とす る力 が あ る、 と しな さ

N,。 確 実 に こ の 力 は 、 延 長 だ け か ら導 き 出 さ れ る こ と が 決 して で きな い 。 」

(注18)e.9.G.IV.P.444,「 多 くの 物 体 が 互 い に そ の 位 置 を変 え る と き、 そ の 位 置 の

変 化 を 考 察 す るだ け で は 、 運 動 な い し静 止 が 、 そ れ ら の 物 体の う ち の ど れ に 帰 され る べ

きか を 、 決 定 す る こ とは で き:ない 。 」cf.G.II.P.98,P.133.

(注19)G.M.W.pp.236-237.

(注20)・e.g.G.皿 。pp.226-227,「 も し普 通 に 行 わ れ て い る よ うに 、 物 体 は 延 長 以 外

の も の を何 も含 ま な い 、 と言 わ れ る な 魁ぱ 、 … … 物 体 の う ち に 有 る多 様 が い か に し て 生

じ る か が 、 どの よ うに し て も説 明 され え な くな る 。 」cf.G.皿 。p.249,p. .257.

(注21)e.g.G.7[.p.269,「 拡 散 され.反 復 され 、 連 続 す る と 想 定 さ れ た こ の 本 性 は 、

物 理 的 物 体 を 構 成 す る もの で あh,そ して そ れ は 、 能 動 受 動 の 原 理 以 外 の 原 理 の う ち に

は 見 出 され え な い 。 」cf.C.皿.p.241,G.IV.p.499.

.(注22)e.9.G.II.P.133,「 運 動 は そ れ 自 体 と して 、 力 と 切 り離 され て 考 え られ る と、

何 か 相 対的 な もの で あ る に す ぎ な い 。 … 噛 し か し力 は 、 何 か 実 在 的 で 絶 対 的 な もの で あ

る 。 」-cf.G.II.p.91,p。98,G.IV.P.444.

(注23)C.II.p.251.cf.'(注7)

(注24)C.B.P.・268.

(注25)G.II.P.435.・ 三

(二)

(注26).G.皿.一P.91.

(注27)G.皿.p.98.
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(注28)G.V正.p.598.

(注29)G.IV.P.472.

(注30)G.皿.P.170.

(注31)G.M.VI.pp.236-237.

(注32)e.9.G.II.P.270,「 偶 有 的 な い し可 変 的:な もの は 全 て 、 本 質 的 な い し永 続 的

な 何 か の 様 態 で な け れ ば な らな い 。 」G.皿.p.504,「 実 体 的 な ものは 、 様 態 の

源 泉 で あ る、 と 定義 さ れ う る。 」G.皿.P.262,「 原 始 的 力 は 、 系 列 の法 則 の よ

うな もの で あ り、 派 生 的 力 は 、 系 列 中 の 或 る項 を 指 定 す る、 確 定 値 の よ うな もの で あ るJ

cf.G.皿.P.171,p.251,P.257.

(注33)こ の毅 落 の 議 論 は 、G.皿.pp.251-253に よ る。

(注34)e.9.G.W.P.629,「 無 限 小 計 算 は 、 数 学 を 自 然 学 に適 用 す る こ と が 問 題 の と

きに 有 用 で あ る。 しか し私 は 、 そ れ に よ っ て 事 物 の 本 性 の説 明 を す る 、 と主 張 す る つ も

りは な い 。 と い う の は 、 私 は 無 限 小 量 を、 有 用 な 虚 構 と 考 え る か らで あ る。 」cf.

G.VI.p.90,G.M.VI,p.238.

(注35)G.皿.P.253.(た だ し、2行 目 のquoを 、Loemker;G.解.Leibnia,

Phil・ ∫・phicalPapersandLetters
,P.531に 従 っ て 読 む 。〔 〕内 は 筆 者 の 補 足 。)

(注36)G.皿.PP.257-258,P.504.

(注37)G.皿.p.504.cf.(注32)

(注38)「 真 の 統 一Jを 廻 る次 段 落 の 議 論 は 、G.皿.P.77,pp.96-97,PP.119-

120に よ る。

(注39)G.皿.p.268,「 正 確 に 言 う と、 物 質 は 、 構 成 的 一 か ら 合 成 さ れ て い る の で は な

く、 そ れ らか ら結 果 す る の で あ る 。 ・・… ・実 体的 一 は 、 現 象 の 部 分 で は な く、 基 礎 な の で

あ る 。 」

(注40)e.g.G.皿.PP.118-121.

(注41)G.皿.P.120,「 我 々 の 身 体 が 我 々 の 実 体 の質 料 で あh,精 神 が そ の 形 相 で あ る

よ う(2.他 の 物 体 的 実 体 に つ い て も 事 情 は 同 じ で あ る 、 と 言tiう る 。 」

(注42)、G.II:.p.249.

(注43)e.g.G.II.p.252,「 モ ナ ド つ ま り完 全 な 単純 実 体 に お い て 、 エ ン テ レ ケ ィア

と 私 が 結 び つ け る の は 、 有 機 的 身 体 を な す 全 物 塊 に 関 係 す る、 原 始 的 受 動 的 力 に他 な ら

なN。 … … そ こ で 私 は 以 下 の 区 別 を す る 。(1)原 始 的 エ ン テ レ ケ ィア つ ま り精 神 、 ② 第 一

質 料 つ ま り原 始 的 受 動 的 力 、(3)上 の 二 つ か ら成 る完 全 な モ ナ ド・・一 で あ る 。 」cf.G.

II,pp.119-120,pp,324-325.

(注44)e.9.G.皿.P.118,「 物 質 は 際 限 な く分 割 可 能 で あ る が 、 そ の 中IIC,精 神 を与

え られ た 物 依 あ る い は 少 な くと も 原 始 的 エ ン テ レ ケ ィア を付 与 さ れ た 物 体.な い しは

(生 命 とい う 名 を この よ うに 広 く用 い る こ と が 許 さ れ る な ら)、 生 命 的 原 理 を 付 与 され

た 物 体 、 換 言 す れ ば物 体 的 実 体 が 、 含 ま れ てNな い ほ どに 小 ざ な 部 分 を 、 物 質 に 帰 す る

こ とは で き なto。 物 体 的 実 体 と は 、 そ れ は 生 きてInる と、 一 般 的 に そ の 全 て に つ い て 言

う こ と が で き る よ うな も の で あ る 。 」cf.G.VI.PP.618-619.

(注45)e.9.G.VI.P.598,「 実 体 は 単 純 で あ るか 、 合 成 さ れ て い ・る か で あ る。 単 純 実

体 と は 、 部 分 を もた な い 実 体 であ る。 合 成 実 体 と は 、 単 純 実 体 つ ま り モ ナ ドの 集 合 で あ
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る。」Ibid,PP.598-599, .「 合成実 体(た とえば動物のような)の 中心 とな り、

その統一性の原理 とな る、各 々の単純 実体つ まり個々のモナ ドは、無数 の他のモナ ドか

ら合成された物塊 に ょって取 り囲まれている。 この物塊が.中 心的 モナ ドの 身体を構成

す る。」

(注46)e.9.G.W.PP.599-600,「 こ れが知覚.つ ーまり記憶に伴 われた表 象にまで'

達 す ることがありうる。……こ うい う生 命体が動物 と呼ばれ、同様 に、 そのモナ ドは精

神 と呼 ばれる。そ して この精神が理性に 一まで高'まると、そ れは何 かよ り崇 高な もの とな

り、理性的精神に数え入れ られるようにな る。」cf.(注6)

追 記

本論文 は、 関西哲学会第31回 大会(昭 和53年)に 知 ける研究報告 の発表原稿 に、加筆訂

正 した ものである。なお、TrlZ益 を受け た参考文献 を、以下に挙け る。

C.D.Broad,Leibniz,an∬ntroductian,CambridgeUniversityPress,

1975.

R.MacRae,LeibnizPerceptionsApperceptionandThought,University

ofTorontoPress,1976.

山 本 信,『 ラ イ プ ニ ッ ツ 哲 学 研 究 』,東 京 大 学 出 版 会,1975(初 版1953).

〔哲 学 助手 〕
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